
水濁法に基づく排水基準（「硝酸性窒素等」および「内湾に河川等

を通じて排水が流入する地域の窒素・りん」）の見直しについて

１ 基準値の見直し

平成25年４月10日に開催された中環審水環境部会で、水質汚濁防止法に基づく以下の

排水基準について見直し案が環境省より報告され、了承された。

（１）硝酸性窒素等の暫定排水基準

① 背景

平成13年に、排水基準に硝酸性窒素等（アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝

酸化合物及び硝酸化合物）が追加されたが、その際、畜産農業を含む27業種につい

ては直ちにこれに対応することが困難であるとして、暫定排水基準が設定された。

その後、暫定排水基準は３年ごとに見直され、現状（平成25年６月まで）は、畜

産農業を含む８業種で設定されている。

② 新たな基準値

畜産農業については900mg/lから700mg/lへ引き下げ。（なお、今回の見直しでは、

暫定排水基準が適用される畜産農業を含む８業種いずれもその基準値が引き下げら

れたところ。）

◎畜産農業にかかる硝酸性窒素等の暫定排水基準値(mg/L)の推移

暫定排水基準値 一般排水基準値

H13.7～16.6 H16.7～19.6 H19.7～22.6 H22.7～25.6 H25.7～

1,500 900 900 900 700 100

（２）内湾に河川等を通じて排水が流入する地域の窒素・りんの暫定排水基準

① 背景

平成５年に、排水基準に内湾に河川等を通じて排水が流入する地域の窒素・りん

の排水基準が追加されたが、これを達成することが著しく困難と認められる窒素59

業種、りん38業種に対して暫定排水基準が設定された。

その後、暫定排水基準は５年ごとに見直され、現状（平成25年９月まで）は、畜

産農業を含む窒素５業種、りん２業種で設定されている。なお、平成20年10月より

牛・馬房施設は一般排水基準へ移行し、現状では養豚事業所のみが対象となってい

る。
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② 基準値見直し案

畜産農業（対象は約100の養豚事業所）については、窒素を190mg/lから170mg/l、

りんを30mg/lから25mg/lにそれぞれ引き下げ。

◎畜産農業にかかる暫定排水基準値(mg/L)の推移

暫定排水基準値 一般排水基準値

H5.10～10.9 H10.10～15.9 H15.10～20.9 H20.10～25.9 今回案25.10～

窒素 700 260 190 190 170 120

りん 100 50 30 30 25 16

２ 今後の予定（「排水基準を定める省令」改正スケジュール）

硝酸性窒素等 内湾に流入する地域の窒素・りん

パブコメの実施 ４/19～５/20 ５/13～６/14

改正省令の公布 ６月上旬 ８月（予定）

改正省令の施行 ７月１日 10月１日（予定）

３ 水質改善等に向けた取組について

都道府県畜産部局は、環境部局と連携して、平成23年度に義務付けられた年１回以

上の自主測定（自らの事業場の排水実態の把握）を確実に実施し、暫定排水基準を遵

守するよう指導する必要。

なお、すでに多くの畜産農家が一般排水基準もクリアしていること、あくまで暫定

であり本来は一般排水基準を満たすことが求められることを踏まえ、暫定基準を前提

とした対応ではなく、計画的な改善を指導する必要。




